
[FUNC]キー★

◎�送信するメッセージやプレゼンス、
所属するトークグループを選択す
るときに操作します。

◎�文字入力時、キーを押すごとに、
入力モードが切り替わります。

[CLR/LOCK]キー

短押し
◎�メッセージや履歴などの選択画面
から、待受画面に戻ります。

◎文字入力★時、1文字消去します。

長押し	
◎ロック機能をON/OFFします。
　※�[PTT]（送信）スイッチとツマミは、

ロック中でも使用できます。
◎文字入力★時、すべて消去します。

1.	各部の名称

ご注意
◎	�マイクロホンを接続するときは、「カチッ」と音が鳴るまで差
し込んでください。

◎	�誤動作の原因になりますので、無線機の電源を入れたまま�
マイクロホンを取り付けたり、取りはずしたりしないでくだ
さい。

◎	�故障の原因になりますので、前面部のマイクジャックにLAN
ケーブルを接続しないでください。

本体のランプ状態と動作について

TX/RX
赤点灯 送信中
緑点灯 受信中
橙点灯 送受信中

MSG
緑点灯 USBロード時
橙点滅 DFS動作による無線動作待機中

HM-230のランプ状態と動作について

TX/RX
赤点灯 送信中
緑点灯 受信中
橙点灯 送受信中

本体のツマミ操作
長押し ― 電源ON/OFF

回す
待受画面 音量調整

各種画面
アドレス帳や履歴画面内などのカーソル
移動

HM-230の音量ツマミ操作
回す 待受画面 音量調整

2.	HM-230の操作キーについて

[アドレス帳]キー★

アドレス帳を利用して、送信すると
きに操作します。
キーを押すごとに、全体⇒グループ
（トークグループ★）⇒個別⇒電話と、
呼出種別が切り替わります。

[履歴]キー★

短押し
キーを押すごとに、履歴★が切り替
わります。
※�表示される履歴は、送信、受信、メッ
セージ送信★、メッセージ受信、電話
発信★、電話着信★です。

長押し	
迅速な連絡が必要な場合など、緊
急呼び出し★するときに操作します。
「緊急」と表示されるまで、キーを
長く押します。

十字キー（上下左右）
アドレス帳や履歴画面内などのスク
ロールや文字入力時のカーソル移
動で使用します。

※	[MSG]ランプが橙色で点灯中は、ファームウェアの重要部分を更新して
います。

	 消灯するまで電源を切らずにしばらくお待ちください。（約10秒）
	 消灯後、本製品は自動で再起動します。

※	アドレス帳や履歴画面内などのカーソル移動をするときは、HM-230の
十字キーを操作してください。

★	お買い上げの販売店で設定されている場合に使用できます。
	 �操作キーについて詳しくは、弊社ホームページに掲載のIP500M取扱説明書（PDFファイル）をご覧ください。

HM-230操作ガイド

IP ADVANCED RADIO SYSTEM

IP500M

　このたびは、本製品をお買い上げいただきまして、まこと
にありがとうございます。
　本書は、本製品にテンキー付きマイクロホン（HM-230）を
接続して、ご利用していただくための操作ガイドです。
　本書をお読みいただく前に、別紙の｢ご注意と保守につい
て｣、「導入ガイド」をよくお読みいただき、本製品を正しくご
使用ください。

3.	呼出種別（呼出先）について

「アドレス帳からの呼出」が有効に設定されている場合は、[アドレス帳]キーを押して、呼出種別（呼出先）を切り替えられます。
※十字キーを操作すると、アドレス帳から相手先（例：営業8）を選択できます。
※�無効になっている場合は、[PTT]（送信）スイッチを押すと、待受画面（下部）に表示された特定の呼出種別（呼出先）を呼び出します。

呼び出しモード表示

呼び出しやメッセージを受信したとき、電話から着信したときは、アイコンが点滅します。
★�お買い上げの販売店で設定されている場合に使用できます。

	 	：	 全体/グループ呼び出し	 	：	 個別呼び出し

	 	：	 トークグループ呼び出し★	 	：	 電話★

個別

個別00001
00001

アドレス帳：個別

個別00005
集合してください

メッセージ

メッセージ選択画面

電源を入れるときは

本製品を取り付けた車のエンジンをかける、またはツマミを長く（約1
秒）押します。（別紙の「IP500M導入ガイド」を参照）
※待受画面が表示されるまで約70秒かかりますのでお待ちください。

長押し

キーロック時の待受画面

全体
　10/4　12：57

[アドレス帳]キー 十字キー

［PTT］（送信）
スイッチ

営業8
　10/4　14：53

個別呼び出し選択時

全体
　10/4　12：57

全体呼び出し選択時

マイクロホンの使いかた

マイクと口元を約5cmはなし、普通の大きさの
声で通話してください。
マイクに口を近づけすぎたり、大きな声を出し
たりすると、かえって相手に聞こえにくくなりま
すのでご注意ください。
※�音量ツマミの操作中、操作音が雑音として相
手に伝わらないように、こちらの音声が自動
的にミュートされます。

ツマミ（電源/音量）

操作キー

［TX/RX］ランプ

［MSG］ランプ

表示部

表示部

［PTT］（送信）スイッチ

[オプション]キー
（P1）

[オプション]キー
（P2）

[オプション]キー
（緊急）

マイク
ジャック

音量ツマミ

[オプション]キー
（P3）

[オプション]キー
（P3） テンキー

マイク

［TX/RX］ランプ

スピーカー

操作キー

十字キー

HM-230

IP500M

マイク

音量ツマミ

約5cm
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6.	テンキーの文字割り当て4.	オプションキーについて

5.	テンキーについて

登録商標/著作権について�
アイコム株式会社、アイコム、Icom Inc.、アイコムロゴは、アイコム株式会社の登録商標です。
Adobe、Acrobat、Readerは、Adobe Systems Incorporated（アドビシステムズ社）の登録商標です。
その他、本書に記載されている会社名、製品名は、各社の商標または登録商標です。
本書の内容の一部または全部を無断で複写/転用することは、禁止されています。

※�本書中の画面は、設定によって、お使いになるものと多少異なる場合があります。
※本製品の仕様、外観、その他の内容については、改良のため予告なく変更されることがあり、本書の記載とは一部異なる場合があります。

よく使うメッセージや特定の相手をワンタッチで選択するとき、または電話を切るときなどに使用するキーです。
※	お買い上げの販売店で、[オプション]キー（P1～P3、緊急）に機能が設定されている場合に使用できます。
	 詳しくは、弊社ホームページに掲載のIP500M取扱説明書（PDFファイル）をご覧ください。

任意のメッセージ作成やアドレス帳を検索するときなどに使用するキーです。
※	お買い上げの販売店で、テンキーに機能が設定されている場合に使用できます。
	 詳しくは、弊社ホームページに掲載のIP500M取扱説明書（PDFファイル）をご覧ください。

任意のメッセージ作成やアドレス帳検索など、テンキーでの文字入力が必要です。
※ひらがな、カタカナ、記号、数字、英字が入力できます。（ひらがなは、メッセージ作成時のみ）
※�1つのキーに複数の文字が割り当てられていますので、キーを繰り返し押して、目的の文字を表示します。
※濁点、半濁点の入力は、文字を入力したあとに「0」を数回押します。

入力モード

キー

ひらがな カタカナ 英字 数字

あいうえおぁぃぅぇぉ アイウエオァィゥェォ ― 1

かきくけこ カキクケコ ABCab c 2

さしすせそ サシスセソ DEFd e f 3

たちつてとっ タチツテトッ GH I g h i 4

なにぬねの ナニヌネノ JKL j k l 5

はひふへほ ハヒフヘホ MNOmno 6

まみむめも マミムメモ PQRSpq r s 7

やゆよゃゅょ ヤユヨャュョ TUV t u v 8

らりるれろ ラリルレロ WXYZwx y z 9

わをんー＿、。 ワヲンー＿、。 - _ , . ! ? 0

＊（全角） ＊（全角） ＊（半角） ＊（半角）

＃（全角） ＃（全角） #（半角） #（半角）

かな カナ 123ABC

入力モードの切り替え

文字入力時、[FUNC]キーを押すごとに、入力モードが切り替わります。（表示例：メッセージ作成画面）
※左右キーを操作すると、カーソルが移動します。
※[CLR/LOCK]キーを短く押すと1文字消去し、長く（約1秒）押すとすべて消去します。
※登録されている定形メッセージを編集するときは、メッセージ作成画面表示中に上下キーを操作します。

［オプション］キー
（P1）

［オプション］キー
（P2）

［オプション］キー
（緊急）

［オプション］キー
（P3）

［オプション］キー
（P3）

テンキー

割り当てられる機能

メッセージ [オプション]キーを押して、よく使うメッセージを選択したいとき

メッセージ作成 任意のメッセージを作成して送信したいとき
※�[オプション]キーを押すと、メッセージ作成画面が表示されます。

ワンタッチ [オプション]キーを押して、特定の呼出種別、または相手を選択した
いとき

電話切断 [オプション]キーを押して、IP500Mから電話を切りたいとき
※�電話と通話する場合は、別途IP500GやVE-PG3などが必要にな
ります。

※�相手が応答する前、または通話中に[オプション]キーを押すと、
IP500Mから電話を切れます。

※�IP500Mから電話を切れるのは、電話機からIP500Mを個別に呼
び出したとき、またはIP500Mから電話機を呼び出したときだけ
です。

受信音声ミュート 受信した音声（通知音は除く）をミュートしたいとき
※�[オプション]キーを長く（約1秒）押すごとに、ミュート機能をON/
OFFできます。

※[PTT]（送信）スイッチを押しても、ミュート機能を解除できます。

テンキー呼出 テンキーを操作して、相手の呼出先番号を入力するとき
※�[オプション]キーを押すごとに、呼出種別が切り替わります。

エマージェンシー 迅速な連絡が必要な場合など、緊急呼び出しをしたいとき
※「緊急」と表示されるまで、[オプション]キーを長く押します。
※下記の場合に、緊急呼び出しが解除されます。
　◎相手から応答があったとき
　◎「緊急」の表示が消えるまで[オプション]キーを長く押したとき
　◎本製品の電源を切ったとき
　◎あらかじめ設定されている自動解除時間が経過したとき

割り当てられる機能

メッセージ作成 テンキーを操作して、任意のメッセージを作成して送信したいとき

テンキー呼出 テンキーを操作して、相手の呼出先番号を入力するとき
※�アドレス帳に登録していない相手も呼び出せます。

アドレス帳検索 アドレス帳のヨミガナで相手を検索したいとき
※�[アドレス帳]キーを押して、アドレス帳の検索画面が表示されたと
き、テンキーを操作します。

電話帳選択 アドレス帳の登録番号で相手を選択したいとき
※�登録番号を入力するとき、最後の桁を長く（約1秒）押すと、呼出先
が確定します。

ワンタッチ テンキーを長く（約1秒）押して、特定の呼出種別、または相手を選択
したいとき

メッセージ作成

▼▲
■

かな
ひらがなモード

メッセージ作成

▼▲
■

カナ
カタカナモード

メッセージ作成

▼▲
■

ABC
英字モード

メッセージ作成

▼▲
■

123
数字モード

メッセージ作成

▼▲
集合してください。

かな
定形メッセージ

上下キー


